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12
月
定
例
議
会
は
、

11
月
30
日
に
招
集
さ

れ
、
12
月
３
日
ま
で
の

４
日
間
の
会
期
で
開
催

し
ま
し
た
。

　

上
程
さ
れ
た
の
は
、

令
和
２
年
度
一
般
会
計

補
正
予
算
ほ
か
議
案
13

件
、
令
和
元
年
度
一
般

会
計
歳
入
歳
出
決
算
な

ど
の
認
定
に
係
る
も
の

８
件
、
人
権
擁
護
委
員

の
推
薦
に
つ
き
意
見
を

求
め
る
諮
問
２
件
で
、

新
規
に
条
例
を
制
定

す
る
議
案
及
び
決
算
認

定
に
つ
い
て
は
、
所
管

の
常
任
委
員
会
へ
付
託

し
、
閉
会
中
の
継
続
審

査
と
し
、
そ
の
他
の
議

案
は
可
決
、
諮
問
に
つ

い
て
は
適
任
者
と
し
て

決
定
し
ま
し
た
。

　

最
終
日
に
は
、
３
議

員
が
登
壇
し
町
政
全
般

に
わ
た
り
一
般
質
問
を

行
い
ま
し
た
。

(

議
案
の
内
容
と
審
議

結
果
は
４
ペ
ー
ジ
に
、

一
般
質
問
の
内
容
は
５

～
７
ペ
ー
ジ
に
記
載)

企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
と
し
て
、
歳
入
に
１
５
０
０
万

円
計
上
し
て
い
る
が
、
現
在
ま
で
い
く
ら
あ
っ
て
い
る
か
。

災
害
に
対
応
す
る
た
め
の
新
た
な
財
源
確
保
に
関
す
る

取
り
組
み
で
、
３
件
、
３
０
０
万
円
の
寄
付
が
あ
っ
て
い

る
。
今
回
、
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
委
託
料
も
計
上
し
て
お

り
、
納
税
額
に
応
じ
て
支
払
う
こ
と
と
し
て
い
る
。

公
費
解
体
の
進
捗
状
況
は
。

２
件
が
完
了
し
、
36
件
は
発
注
済
み
で
あ
る
。
空
き
家

関
係
の
申
請
も
増
え
て
い
る
状
況
で
あ
り
、
来
年
度
の
上
半

期
ま
で
に
は
完
了
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

景
気
回
復
に
逆
行
す
る
も
の
で
、
７
月
豪
雨
で
は
自

ら
も
被
災
し
た
も
の
の
、
休
日
返
上
で
町
民
に
寄
り
添
い
一

丸
と
な
っ
て
復
旧
・
復
興
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
他
の
自
治

体
と
は
違
う
条
件
に
あ
り
、
こ
ん
な
時
こ
そ
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ

ン
に
悪
い
影
響
を
与
え
な
い
よ
う
下
げ
る
べ
き
で
な
い
。

反
対
討
論
の
主
旨
は
十
分
理
解
で
き
る
も
の
で
同
感

で
あ
る
。
し
か
し
、
コ
ロ
ナ
禍
や
災
害
な
ど
で
、
多
く
の
人

が
厳
し
い
状
況
に
あ
り
、
そ
う
い
う
中
で
職
員
も
我
々
議
員

も
痛
み
を
共
に
分
か
ち
合
う
こ
と
が
必
要
で
、
止
む
を
得
ず

賛
成
す
る
も
の
で
あ
る
。

令
和
２
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算(

第
８
号)

に
関
す
る
質
疑

芦
北
町
一
般
職
の
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

(

職
員
の
ボ
ー
ナ
ス
を
０
・
０
５
月
分
引
き
下
げ)

に
関
す
る
討
論

12月定例議会

議場内の様子

主な質疑と討論
質質反

対
賛
成

答答

《議会用語解説 その 1》討論とは？
　賛否の理由を述べることにより、自分の意見に賛成・同調することを他の議員に求めること。
国会でいう党首討論とは根本的に異なります。
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【
生
活
応
援
券
事
業
】

　

家
計
へ
の
支
援
及
び
地
域

経
済
の
消
費
活
性
化
を
目
的

と
し
、
令
和
２
年
12
月
１
日

現
在
で
芦
北
町
に
住
民
票
が

あ
る
人
に
対
し
、
１
人
当
た

り
５
千
円
の
生
活
応
援
券
を

発
行
す
る
も
の
で
す
。
こ
の

応
援
券
が
使
用
で
き
る
店
舗

に
は
店
頭
に
ポ
ス
タ
ー
を
掲

示
し
て
お
り
、
令
和
３
年
２

月
28
日
ま
で
使
用
で
き
ま

す
。

【
豪
雨
災
害
廃
棄
物
処
理
事
業
】

　

９
月
定
例
会
で
議
決
し

た
、
公
費
解
体
関
係
委
託
料

は
、
解
体
件
数
が
当
初
の
見

込
み
よ
り
増
え
た
た
め
の
増

額
、
ま
た
、
自
費
解
体
償
還

補
助
金
は
件
数
、
補
助
単
価

の
見
直
し
を
行
っ
て
い
ま

す
。

【
堆
積
土
砂
排
除
事
業
】

　

同
様
に
９
月
定
例
会
で
予

算
化
さ
れ
た
宅
地
内
に
堆
積

し
た
土
砂
撤
去
排
除
事
業
に

つ
い
て
も
、
申
請
件
数
及
び

単
価
の
見
直
し
に
よ
り
増
額

さ
れ
ま
し
た
。

令和２年７月豪雨災害対策関連経費

新型コロナウイルス感染症対策経費を新たに追加
●生活応援券事業
家計支援と消費活性化に商品券を発行(５千円／人)･････････････････９２,２２９千円

●豪雨災害廃棄物処理事業
公費解体関係委託料及び自費解体償還補助金･････････････････････３７５,０００千円

●堆積土砂排除事業
宅地内堆積土砂撤去費用及び償還補助金に係る償還金････････････２９９,２８８千円

●地域支え合いセンター運営委託料
区長､民生委員等と連携して被災者の生活再建と自立を総合的に支援･･･１,１７４千円

及　び

補正
予算

【
地
域
支
え
合
い
セ
ン
タ
ー

運
営
委
託
料
】

　

令
和
２
年
７
月
豪
雨
災
害

で
仮
設
住
宅(

み
な
し
仮
設
、

在
宅
避
難
者
含)

等
に
居
住

す
る
被
災
者
の
定
期
的
な
見

守
り
、
巡
回
訪
問
、
安
否
確

認
、
生
活
相
談
等
を
行
い
、

各
種
関
係
機
関
と
連
携
し
て

被
災
者
の
生
活
再
建
と
自
立

を
総
合
的
に
支
援
す
る
も
の

で
す
。補正総額　1,315,000千円

一般会計	 1,241,535千円
国民健康保険事業	 △6,669千円
介護保険事業	 44,115千円
農業集落排水事業	 36,019千円

▲

その他主な補正(一般会計) ▲

内　　　　容 補正金額 内　　　　容 補正金額

農業振興豪雨災害対策事業 97,202千円 児童福祉施設新型コロナウイル
ス感染拡大防止対策事業補助金 6,500千円

飲料水供給施設災害復旧事業 12,790千円 商工業担い手対策事業 5,500千円

並行在来線災害復旧事業 3,827千円 薩摩街道佐敷宿交流館
施設修繕事業 15,568千円



4

令和２年　第６回芦北町議会定例会　審議結果
区　　分 議　　　　案　　　　等 内　　　　　　容 審議結果

議案第48号 令和元年度芦北町水道事業会計利益の処分
及び決算の認定について 概要等は、Ｐ３に掲載 可　決

認　定

報告第6号 健全化判断比率及び資金不足比率の報告に
ついて

地方公共団体の財政の健全化
に関する法律に基づく報告 報　告

認定第1号 令和元年度芦北町一般会計歳入歳出決算の
認定について

閉会中の継続審査
(各常任委員会)

委員会
付　託

認定第2号 令和元年度芦北町国民健康保険事業特別会
計歳入歳出決算の認定について

閉会中の継続審査
(文教厚生常任委員会)

委員会
付　託

認定第3号 令和元年度芦北町介護保険事業特別会計歳
入歳出決算の認定について

閉会中の継続審査
(文教厚生常任委員会)

委員会
付　託

認定第4号 令和元年度芦北町農業集落排水事業特別会
計歳入歳出決算の認定について

閉会中の継続審査
(建設経済常任委員会)

委員会
付　託

認定第5号 令和元年度芦北町生活排水処理事業特別会
計歳入歳出決算の認定について

閉会中の継続審査
(建設経済常任委員会)

委員会
付　託

認定第6号 令和元年度芦北町有温泉事業特別会計歳入
歳出決算の認定について

閉会中の継続審査
(建設経済常任委員会)

委員会
付　託

認定第7号 令和元年度芦北町奨学資金貸付事業特別会
計歳入歳出決算の認定について

閉会中の継続審査
(文教厚生常任委員会)

委員会
付　託

認定第8号 令和元年度芦北町後期高齢者医療事業特別
会計歳入歳出決算の認定について

閉会中の継続審査
(文教厚生常任委員会)

委員会
付　託

議案第59号 令和２年度芦北町一般会計補正予算(第８
号) 概要等は、Ｐ３に掲載 可　決

議案第60号 令和２年度芦北町国民健康保険事業特別会
計補正予算(第３号) 概要等は、Ｐ３に掲載 可　決

議案第61号 令和２年度芦北町介護保険事業特別会計補
正予算(第３号) 概要等は、Ｐ３に掲載 可　決

議案第62号 令和２年度芦北町農業集落排水事業特別会
計補正予算(第３号) 概要等は、Ｐ３に掲載 可　決

議案第63号 芦北町地方創生臨時基金条例の制定について 閉会中の継続審査(総務常任
委員会)

委員会
付　託

議案第64号 芦北町一般職の職員の給与に関する条例の
一部を改正する条例の制定について

熊本県人事委員会勧告に基づ
く減額改定 可　決

議案第65号 芦北町長等の給与及び旅費に関する条例の
一部を改正する条例の制定について

国の特別職の職員給与に関する法律
改正にあわせた期末手当減額改定 可　決

議案第66号 芦北町議会議員の報酬及び費用弁償等に関す
る条例の一部を改正する条例の制定について

国の特別職の職員給与に関する法律
改正にあわせた期末手当減額改定 可　決

議案第67号 芦北町国民健康保険税条例の一部を改正す
る条例の制定について

地方税法施行令の改正に伴う
もの 可　決

議案第68号 工事請負契約の締結について 平生橋橋梁補修工事の契約締
結 可　決

議案第69号 財産の取得について 小中学校ＩＣＴ機器の購入契
約締結 可　決

議案第70号 財産の取得について 新体操フロアの新規購入契約
締結 可　決

議案第71号 和解及び損害賠償額の決定について 豪雨災害で発生した樹園地被害に
関する、賠償額の決定及び和解 可　決

諮問第１号 人権擁護委員の推薦につき意見を求めるこ
とについて

委員推薦につき意見を求める
もの 適　任

諮問第２号 人権擁護委員の推薦につき意見を求めるこ
とについて

委員推薦につき意見を求める
もの 適　任
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坂本議員

一般質問（抜粋）

安心して暮らせる
地域づくりを問う！

復
旧
・
復
興
計
画
の
策
定
経

緯
及
び
進
捗
状
況
と
概
要
は
ど
う

な
っ
て
い
る
か
。

総
務
課
長

　

町
長
を
本
部
長
と
す
る
復
興
推

進
本
部
で
計
画
の
方
向
性
を
定

め
、
具
体
的
な
計
画
は
学
識
経
験

者
や
住
民
の
方
で
構
成
す
る
復

旧
・
復
興
計
画
策
定
推
進
会
議
を

設
置
し
多
方
面
か
ら
意
見
を
い
た

だ
く
。
概
要
に
つ
い
て
は
、
被
災

者
の
生
活
再
建
、
生
業
の
再
建
、

社
会
機
能
の
回
復
を
柱
と
し
、
創

造
的
復
興
を
付
加
す
る
形
で
構
成

し
、
基
本
理
念
と
し
て
自
然
と
共

生
す
る
安
全
・
安
心
の
新
し
い
あ

た
り
ま
え
を
創
造
す
る
と
し
、
１

月
中
の
公
表
を
目
指
し
て
い
る
。

佐
敷
川
、
湯
浦
川
、
田
浦

川
、
吉
尾
川
、
宮
浦
川
等
の
県
管

理
河
川
が
氾
濫
、
決
壊
し
農
地
や

住
宅
な
ど
甚
大
な
被
害
が
出
た
。

護
岸
の
整
備
、
河
床
の
土
砂
撤

去
を
強
く
要
請
す
る
考
え
は
な
い

か
。

町　

長

　

強
く
要
請
を
行
っ
た
結
果
、
佐

敷
川
は
河
床
の
掘
削
や
護
岸
の

嵩
上
げ
等
の
大
規
模
改
修
の
方
針

が
決
定
さ
れ
、
す
で
に
掘
削
に
着

手
し
て
い
る
。
湯
浦
川
や
田
浦
川

等
、
他
の
河
川
に
お
い
て
も
順

次
、
掘
削
に
着
手
す
る
予
定
で
あ

る
。

土
砂
崩
れ
や
河
川
が
氾
濫
、

決
壊
し
、
農
地
が
流
木
や
土
砂
で

埋
め
尽
く
さ
れ
て
い
る
箇
所
が
あ

る
。
激
甚
災
害
制
度
な
ど
あ
ら
ゆ

る
支
援
策
を
用
い
て
受
益
者
の
負

担
が
な
く
来
年
の
作
付
け
が
で
き

る
よ
う
に
し
て
欲
し
い
。

町　

長

　

今
回
の
豪
雨
災
害
で
は
、
農
地

及
び
農
業
用
施
設
で
約
１
，２
０

０
か
所
の
災
害
が
発
生
し
て
い

る
。
共
用
性
の
あ
る
農
道
や
水
路

な
ど
の
施
設
災
害
に
つ
い
て
は
、

農
家
の
負
担
を
軽
減
し
、
復
旧
を

加
速
化
す
る
た
め
町
の
単
独
の
施

策
と
し
て
、
こ
れ
ま
で
の
受
益
者

の
３
割
負
担
を
、
負
担
金
無
し
で

実
施
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

農
林
水
産
課
長

　

小
規
模
な
被
災
箇
所
に
つ
い
て

は
、
町
単
独
補
助
に
よ
り
、
出

来
る
限
り
来
年
の
作
付
け
に
間
に

合
う
よ
う
随
時
対
応
し
て
い
る
。

受
益
者
の
負
担
率
に
つ
い
て
は
、

激
甚
災
害
指
定
を
受
け
高
率
補
助

と
な
り
、
現
在
農
地
で
96
・
３
％

程
度
を
想
定
し
て
お
り
、
残
り
の

３
・
７
％
程
度
は
、
個
人
財
産
で

も
あ
る
こ
と
か
ら
負
担
し
て
い
た

だ
く
こ
と
に
な
る
。

７
月
洪
水
被
害
に
ダ
ム
湖
の

堆
積
土
砂
が
ど
れ
だ
け
影
響
し
た

と
認
識
し
て
い
る
か
。

企
画
財
政
課
長

　

ダ
ム
管
理
者
で
あ
る
電
源
開
発

が
調
査
中
と
聞
い
て
お
り
、
ど
れ

だ
け
の
影
響
を
与
え
た
か
に
つ
い

て
は
そ
の
結
果
を
待
ち
た
い
。

川
辺
川
ダ
ム
建
設
で
芦
北
町

の
球
磨
川
流
域
の
水
位
は
ど
れ
だ

け
下
が
る
の
か
。
ダ
ム
に
頼
る
よ

り
、
集
落
ご
と
に
避
難
道
及
び
安

全
な
場
所
の
整
備
や
瀬
戸
石
ダ
ム

湖
の
河
床
の
土
砂
撤
去
、
瀬
戸
石

ダ
ム
撤
去
が
先
決
で
は
な
い
か
。

企
画
財
政
課
長

　

第
２
回
球
磨
川
豪
雨
検
証
委
員

会
で
白
石
地
区
ほ
か
３
地
点
に
お

い
て
、
今
次
洪
水
に
お
け
る
水
位

か
ら
１
・
５
ｍ
程
度
低
下
す
る
と

推
定
さ
れ
る
と
の
報
告
が
あ
っ
て

い
る
。
ま
た
、
球
磨
川
流
域
治
水

協
議
会
で
は
、
被
害
の
軽
減
、
早

期
復
旧
・
復
興
の
た
め
の
対
策
を

ハ
ー
ド
・
ソ
フ
ト
一
体
で
多
層
的

に
進
め
て
行
く
こ
と
を
確
認
し
て

い
る
。
ダ
ム
の
撤
去
要
望
に
つ
い

て
は
現
在
の
と
こ
ろ
考
え
て
い
な

い
。

全
国
で
新
規
感
染
者
数
が
11

月
に
入
り
増
加
し
て
い
る
。
町
は

第
３
波
の
不
安
要
素
を
ど
の
よ
う

に
考
え
て
い
る
か
。

町　

長

　

年
末
年
始
を
迎
え
人
の
動
き
が

増
え
て
く
る
と
、
町
内
で
も
感
染

者
が
増
加
し
て
も
お
か
し
く
な
い

状
況
で
あ
り
、
厳
重
に
警
戒
す
る

必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
防

災
行
政
無
線
、
ま
ち
だ
よ
り
等
で

適
宜
、
広
報
を
行
い
感
染
予
防
を

図
っ
て
い
く
。

町
が
主
催
す
る
イ
ベ
ン
ト
や

式
典
に
お
け
る
感
染
防
止
対
策
、

ま
た
障
が
い
者
施
設
、
高
齢
者
施

設
の
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
体
制
を
ど
う
把

握
し
て
い
る
か
。

総
務
課
長

　

マ
ス
ク
の
着
用
、
検
温
、
手
指

の
消
毒
、
参
加
人
数
の
制
限
な
ど

が
必
要
と
考
え
て
い
る
。

福
祉
課
長

　

障
が
い
者
施
設
、
高
齢
者
施
設

の
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
体
制
は
、
当
該
施

設
に
お
い
て
利
用
者
等
に
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
が
疑
わ
れ

る
場
合
に
は
、
施
設
の
協
力
医
療

機
関
等
に
電
話
連
絡
し
、
指
示
を

受
け
、
必
要
に
応
じ
て
診
療
、
検

査
医
療
機
関
で
検
査
を
受
け
る
体

制
と
な
っ
て
い
る
。

質質

質

質 質

質

質 答

答

答

答答答

答

答

答

瀬
戸
石
ダ
ム
に
よ
る
堆
積
土

砂
と
洪
水
被
害
に
つ
い
て

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
防
止
対
策
に
つ
い
て

土砂撤去中の佐敷川
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川尻議員

７・４豪雨災害の検証と
復旧状況を問う！

一般質問（抜粋）

復
旧
・
復
興
計
画
素
案
に
つ

い
て
議
会
全
員
協
議
会
で
説
明
が

あ
っ
た
が
、
策
定
の
前
提
と
し
て
、

町
民
に
対
す
る
注
意
喚
起
や
避
難

勧
告
等
に
つ
い
て
、
今
回
の
対
応

を
検
証
し
た
か
。
ま
た
、
そ
の
結

果
は
ど
う
で
あ
っ
た
か
。

総
務
課
長

　

７
月
３
日
18
時
に
予
防
的
避
難

所
と
し
て
５
か
所
開
設
し
た
。
夜

半
ま
で
の
雨
量
の
状
況
か
ら
、
避

難
行
動
に
は
結
び
つ
い
て
い
な

か
っ
た
。
改
善
策
と
し
て
、
警
戒

レ
ベ
ル
と
発
令
基
準
の
見
直
し
や

新
た
な
ツ
ー
ル
の
確
保
に
よ
り
情

報
発
信
の
重
層
化
に
取
り
組
ん
で

い
く
。排

水
機
場
の
ポ
ン
プ
の
稼
働

状
況
は
ど
う
で
あ
っ
た
か
。

建
設
課
長

　

町
内
の
排
水
機
場
は
、
町
が
設

置
し
た
９
か
所
と
県
が
設
置
し
た

３
か
所
が
あ
る
。
災
害
前
は
全
て

問
題
な
く
稼
働
し
て
い
た
が
、
小

田
浦
の
町
・
県
そ
れ
ぞ
れ
の
排
水

機
場
、
花
岡
東
の
排
水
機
場
が
想

定
外
の
雨
量
で
浸
水
し
停
止
、
芦

北
第
２
ポ
ン
プ
場
、
計
石
排
水
機

場
が
停
電
に
よ
り
停
止
し
た
。
な

お
、
残
り
に
つ
い
て
は
稼
働
し
て

い
た
。ポ

ン
プ
の
管
理
人
に
３
日
か

ら
待
機
さ
せ
る
べ
き
で
は
な
か
っ

た
か
。
湯
浦
北
の
排
水
機
場
で
は

河
川
の
山
側
が
崩
落
し
埋
ま
っ
た

の
で
逆
流
し
、
湯
北
地
区
全
体
が

浸
水
し
た
と
思
う
が
。

町　

長

　

今
回
の
豪
雨
は
未
曾
有
の
大
水

害
で
あ
り
予
測
で
き
な
か
っ
た
。

今
般
の
災
害
か
ら
多
く
の
こ
と
を

学
ん
だ
の
で
、
検
証
を
進
め
次
に

つ
な
げ
て
い
き
た
い
。

危
険
個
所
の
復
旧
や
町
道
の

通
行
止
め
等
の
現
状
と
復
旧
の
見

通
し
は
。

建
設
課
長

　

町
道
、
河
川
を
含
め
、
現
在
査

定
中
で
あ
る
。
実
施
設
計
が
で
き

次
第
、
発
注
を
急
ぐ
。
通
行
止
め

の
町
道
か
ら
優
先
し
て
工
事
を
発

注
す
る
。

補
正
予
算
に
公
費
解
体
の
経

費
が
計
上
さ
れ
て
い
る
が
、
ど
う

進
め
る
の
か
。

住
民
生
活
課
長

　

現
在
、
申
請
が
２
７
０
件
ほ
ど

あ
り
予
備
調
査
を
行
っ
て
い
る
。

来
年
度
上
半
期
ま
で
完
了
し
た
い

と
考
え
て
お
り
、
県
の
解
体
組
合

や
コ
ン
サ
ル
と
連
携
し
進
め
て
い

く
。

河
川
の
整
備
や
干
潟
の
浚
渫

工
事
を
望
む
声
が
多
い
。
計
画
に

入
れ
込
む
考
え
は
な
い
か
。

町　

長

　

県
に
対
し
堆
積
土
砂
の
撤
去
、

河
床
の
掘
削
、
堤
防
嵩
上
等
、
安

全
度
向
上
の
た
め
要
望
は
行
っ
て

い
た
が
、
そ
の
結
果
、
佐
敷
川
や

そ
の
支
流
の
抜
本
的
な
対
策
を
講

じ
る
と
の
説
明
を
受
け
て
い
る
。

ま
た
、
漁
場
環
境
の
向
上
の
た
め

の
干
潟
改
善
に
つ
い
て
は
、
計
画

に
記
載
し
て
お
り
早
期
の
完
了
を

目
指
し
、
要
望
し
て
い
き
た
い
。

質

質質

質質

質

質質 答答

答答答

答答

答

本
町
の
コ
ロ
ナ
対
応
策
の
現

状
と
新
た
な
対
策
を
問
う

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
対
策
に
つ
い
て
、
本
町
の
状
況

を
ど
う
把
握
し
て
い
る
か
。

商
工
観
光
課
長

　

現
時
点
で
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
町

内
事
業
者
の
倒
産
や
廃
業
は
聞

い
て
い
な
い
。
町
外
に
本
社
を
置

く
カ
ラ
オ
ケ
店
の
撤
退
が
あ
っ
た

が
、
今
後
も
注
視
し
て
い
く
。

町
独
自
の
支
援
策
の
現
在

の
利
用
状
況
は
ど
う
な
っ
て
い
る

か
。
ま
た
、
新
た
な
支
援
策
の
考

え
は
な
い
か
。

商
工
観
光
課
長

　

11
月
30
日
現
在
、
事
業
継
続

支
援
金
２
０
３
件
、
２
，
７
２
０

万
円
、
家
賃
等
の
支
援
金
94
件
、

１
，
２
２
８
万
円
、
新
し
生
活
仕

様
ビ
ジ
ネ
ス
展
開
事
業
補
助
金
11

件
、
３
３
１
万
７
千
円
の
申
請
が

あ
っ
て
い
る
。
飲
食
店
応
援
事
業

に
つ
い
て
は
第
１
弾
の
ク
ー
ポ
ン

券
を
５
月
に
発
行
し
、
24
店
舗
の

参
加
で
５
９
４
万
７
千
円
が
換
金

さ
れ
て
い
る
。
第
２
弾
に
つ
い
て

は
11
月
に
発
行
し
、
現
在
、
36
店

舗
の
参
加
が
あ
っ
て
い
る
。
新
た

な
支
援
策
に
つ
い
て
は
、
地
方
創

生
臨
時
交
付
金
の
動
向
を
見
な
が

ら
、
必
要
な
支
援
を
必
要
な
時
期

に
行
っ
て
い
き
た
い
。

女島沖における流木等の撤去
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竹﨑町長の町長選
出馬表明について

寺本議員

一般質問（抜粋）

第
１
に
、
11
月
17
日
付
の

新
聞
報
道
に
お
い
て
、
今
回
の
町

長
選
挙
へ
の
出
馬
表
明
が
報
道
さ

れ
た
。
今
回
の
出
馬
に
関
し
、
ど

の
よ
う
な
思
い
を
も
っ
て
決
意
さ

れ
た
の
か
、
具
体
的
な
思
い
を
伺

う
。

　

２
番
目
に
、
新
聞
報
道
で
の
、

「
豪
雨
災
害
の
復
旧
・
復
興
を
第

一
に
、
町
の
再
建
の
道
筋
を
つ
け

る
。
任
期
中
に
起
き
た
未
曽
有
の

災
害
、
私
の
責
任
で
復
旧
・
復
興

に
取
り
組
む
。
再
建
の
道
筋
、
方

向
性
を
打
ち
立
て
て
、
一
刻
も
早

い
復
旧
・
復
興
を
成
し
遂
げ
る
」

等
、
復
旧
・
復
興
に
対
す
る
強
い

思
い
を
感
じ
た
。
今
後
の
新
し
い

ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
、
ど
の
よ

う
な
構
想
の
も
と
進
め
て
い
か
れ

る
の
か
、
考
え
を
伺
う
。

町　

長

　

未
曽
有
の
大
被
害
を
も
た
ら
し

た
こ
の
７
月
豪
雨
、
し
か
も
コ
ロ

ナ
禍
に
お
け
る
豪
雨
で
あ
っ
た
。

私
の
任
期
中
に
起
き
た
災
難
で
あ

り
、
大
災
害
で
あ
る
。
自
ら
の
責

任
で
町
の
再
建
を
図
ら
ね
ば
な
ら

な
い
。
こ
れ
は
政
治
家
な
ら
誰
し

も
覚
悟
し
て
い
る
こ
と
と
思
う
。

災
害
と
い
う
外
敵
か
ら
逃
げ
て
は

い
け
な
い
。
敵
前
逃
亡
は
許
さ
れ

な
い
。
こ
れ
が
私
は
武
士
道
な

ら
ぬ
、
政
治
道
と
思
っ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
こ
と
を
鑑
み
、
私
の

手
で
き
ち
ん
と
芦
北
町
再
建
の
道

筋
を
立
て
る
、
不
退
転
の
思
い
を

も
っ
て
、
捨
て
身
で
頑
張
る
と
い

う
こ
と
を
決
意
し
た
。
ま
た
、
今

後
の
構
想
に
つ
い
て
は
、
ま
ず
は

災
害
か
ら
の
復
旧
・
復
興
一
点
に

集
中
し
た
い
。
復
旧
・
復
興
な
く

し
て
、
未
来
は
語
れ
な
い
。
そ
の

思
い
で
復
興
推
進
計
画
に
、
新
し

い
あ
た
り
ま
え
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
と

し
て
掲
げ
、
こ
れ
か
ら
の
町
民
の

皆
さ
ん
方
が
、
ま
た
こ
の
ふ
る
さ

と
で
安
心
し
て
生
活
し
て
い
き
た

い
。
ま
た
、
子
ど
も
た
ち
に
も
歴

史
あ
る
文
化
の
香
り
高
い
、
品
格

あ
る
町
を
つ
な
い
で
い
き
た
い
、

残
し
て
い
き
た
い
と
い
う
ふ
う
に

思
っ
て
い
る
。

た
だ
い
ま
町
長
の
熱
い
思
い

と
重
大
な
決
意
、
そ
し
て
新
し
い

ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
、
素
晴
ら

し
い
構
想
を
お
伺
い
し
、
感
銘
・

感
動
し
た
。

　

再
度
、
町
長
に
伺
う
。
町
民
に

向
か
っ
て
、
特
に
訴
え
た
い
こ
と

が
あ
れ
ば
申
し
述
べ
て
い
た
だ
き

た
い
。町　

長

　

芦
北
町
民
、
全
て
の
皆
さ
ん
方

が
大
変
辛
い
経
験
を
さ
れ
た
。
被

災
さ
れ
た
お
家
を
一
軒
一
軒
回
る

中
で
、
声
な
き
声
を
た
く
さ
ん
聞

い
た
。
町
民
の
皆
さ
ん
と
と
も
に
、

「
あ
と
し
ば
ら
く
頑
張
ろ
う
じ
ゃ

ご
ざ
い
ま
せ
ん
か
」、「
も
う
少
し

だ
け
耐
え
て
い
こ
う
で
は
ご
ざ
い

ま
せ
ん
か
」、
そ
ん
な
話
を
し
て

回
っ
た
。
か
つ
て
の
、
あ
の
芦
北

町
の
素
晴
ら
し
い
勢
い
と
、
熊
本

県
は
お
ろ
か
、
全
国
に
子
ど
も
た

ち
が
誇
り
得
る
、
そ
ん
な
町
を
つ

く
る
た
め
に
粉
骨
砕
身
、
頑
張
っ

て
い
く
決
意
で
あ
る
。

質

質

答

答

芦北町女島ゆめもやい緑地仮設団地
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　先の令和２年第４回定例会初日に当委員会に付託されました、議案第48号「令
和元年度芦北町水道事業会計利益の処分及び決算の認定について」は、11月18
日、担当課長ほか職員に出席を求め審査を行いました。審査に当たりましては、
決算審査資料及び芦北町水道事業会計決算書によって説明を受け、予算が適正か
つ効率的に執行されたかに着目し、慎重に審議しましたので、その結果を報告い
たします。
　主な事業として、国道３号線に布
設されている水道管など、老朽化し
漏水が多い６カ所の配水管布設替
工事が行われています。また、収
益面においては、2億935万8,616
円の事業費用に対して2億5,140万
4,525円の事業収益があっており純
利益として4,204万5,909円で、安
定供給と効率的な経営への取り組みが見られ、結果、未処分利益剰余金1億4,361
万7,542円を翌年度に繰り越すこととされています。なお、芦北町債権管理条例
第10条の規定により、2,700円が不納欠損処分されています。
　主な質疑を申し上げますと、令和元年度に行った水道管布設替工事の管の耐久
性に関する質疑に対し、ポリエチレン管を使用しており、耐震性と柔軟性に優
れ、水道管が露出しても抜けにくい利点があるとの答弁がありました。また、
７月豪雨災害における被災状況の質疑もあり、停電や浄水場冠水による取水停止
や漏水などにより、一時は給水区域内全域で断水となったが、徐々に復旧してい
き、７月23日には全世帯断水が解消され、現在は、安定供給ができているとの
答弁がありました。なお、各地区で管理する水道施設の復旧について、一般会計
の補助制度があり、区長と連絡を取りながら対応しているとの答弁もあっていま
す。
　以上、当委員会に付託されました、議案第48号「令和元年度芦北町水道事業会
計利益の処分及び決算の認定について」は、予算決議の趣旨と目的にしたがって
適正な事業が実施されたものと判断し、全会一致をもって利益の処分は可決すべ
きもの、併せて決算は認定すべきものと決しました。

議案第48号

｢令和元年度芦北町水道事業会計利益の処分及び
決算の認定について｣に係る審査

閉会中の継続審査・委員長報告(建設経済常任委員会)

花岡浄水場
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●令和２年度町村議会議員研修会　10月2日(県立劇場)
　令和2年度町村議会議員研修会が熊本市の県立劇場で開催され、「これからの防
災のあり方」と題し、防災システム研究所　所長　山村武彦氏が、平成23年東
日本大震災や平成28年熊本地震、令和2年7月豪雨等による被災状況の説明等、
新たに確認された課題や教訓について解説されました。また、昨年より広がりつ
つある新型コロナウイルス感染症拡大の影響を取り上げ、警戒すべきは①ウイル
ス感染　②不安・恐怖心理の感染　③偏見・差別の感染の「3つの感染」である
と説明がありました。さらに、このような災害危機に直面した場合は、「求められ
る包

ほうせつ

摂の心」「偏見脱却」が必要であり、近所コミュニケーションの希薄化が指摘
される中、公助の限界とともに、これからは『互

ご

近助』『防災隣組』が高齢化社会
に不可欠であるとのことでした。
●令和２年度町村議会広報研修会及び広報コンクール表彰式

11月12日(菊陽町図書館ホール)
　はじめに、議会広報コンクールに
おいて、特選から特別賞までに入賞
された５町村の表彰式が行われ、そ
の後、全体的な講評と各町村ごとの
広報紙に対する審査コメントをいた
だきました。芦北町分については、
季節感のある表紙や読み手に配慮し
たページ表記など評価いただいた部
分もありましたが、文章が長く大味
であるなど辛口のコメントも多く、参加議員一同、読みやすく町民の関心をもっ
ていただける紙面づくりについて改めて考えさせられた研修となりました。
●令和２年度町村議会常任委員長・議会運営委員長研修会

11月17日(大津町文化ホール)
　「コロナ禍における地方創生　逆参勤交代が日本を変える」と題して、三菱総合
研究所　主席研究員　松田智生氏の講演がありました。逆参勤交代とは、都市生
活者の地方への期間限定型リモートワークのことで、移住や転職は不可能だがコ
ロナ禍をきっかけに、ＩＴ環境が整った地方で勤務し、週のうち数日は地域に貢
献しようとするものであり、ワーケーション (仕事と休暇 )の一つ先を求めている
とのことです。アンケートによると従業員1,000人以上の大企業では興味を示す
ところも多く、地方創生の手段として注目されつつあります。参加議員一同、真
剣に聞き入り有意義な研修となりました。

研　修　報　告




